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剪定屑は公園や街路樹などの維持管理において大量に発生し、有効利用の促進が課題で

ある。剪定屑のうち、枝はリグニンやセルロースを主成分とし微生物による分解が遅く、

特に分解過程のものは植物の生育を阻害しやすい。一方、葉（生葉）は栄養成分に富み微

生物による分解が速い。本研究では、剪定屑を枝と葉に分別し、枝は堆肥化せずにそのま

まマルチング材や木炭の原料とした。さらに、葉のみを発酵させた場合の化学性の変化お

よび幼植物の生育に対する影響について検討した。

【方法】 街路樹の秋期剪定工事の現場にて剪定屑（クスノキ）を車載型粗破砕装置により

粗破砕した後、集積場にて枝と葉を質量と空気抵抗の違いにより分離した。葉を屋根付き

ヤード内に堆積し、適宜切り返しを行いながら約 3 か月間発酵させた後、自然乾燥により

反応を停止させた。この間の水分調節は全く行わなかった。枝葉分離時の枝と葉、発酵後

の葉について化学性を分析した。また、葉については肥料検定法に基づくコマツナのポッ

ト栽培試験を行った。

【結果と考察】 枝の C/N比は 66.7と高く、水分含量は 33.9％と低いのに対し、葉の C/N

比は 28.3 と低く、水分含量は 60.5％であった。葉の発酵時には温度が約 60℃に上昇し、

腐敗臭は認められなかった。発酵約 3か月後の葉の水分含量は 46.0％に低下し、C/N比は

24.6、pHは 7.8（試料：水＝1：5）であった。枝葉分離時の葉によるポット栽培試験にお

いてコマツナの収量が無施用区に比べて有意に低下したが、発酵約 3 か月後の葉では生育

阻害が認められなかった。堆積期間が冬季（しばしば氷点下）のため発酵温度が上がりに

くいことも考慮すると、葉のみを発酵させた場合は約 3 か月で植物栽培に利用可能な状態

になると考えられた。枝葉分離により枝と葉それぞれの特性を生かした資材を調製するこ

とが可能となり、剪定屑の用途拡大が期待できる。


